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フェロモントラップの誘殺数が多い地域があります 
 

１  発生状況 

ダイズほ場に設置したフェロモントラップにおける直近１か月の成虫誘殺数は、過

去 10年間と比較して、安城市は最も多く、西尾市は２番目に多い状況です（図１）。

また、豊田市は４番目に少なく、弥富市は最も少ない状況です。 

 
２  今後の見込み 

名古屋地方気象台８月 27日発表の１か月予報によれば、向こう１か月の気温は高

く、降水量はほぼ平年並と見込まれています。本種の発生に好適な条件が予想され、

今後、発生量が増加する可能性があります。ほ場を観察し、ダイズの白変葉（図２）

や幼虫（図３）を確認した場合は速やかに防除しましょう。 

薬剤抵抗性の発達を防ぐため、同じ系統（作用機構）の薬剤は連用しないようにし

ましょう。中齢以降の幼虫は、薬剤による防除効果が低い傾向にあるので、分散前の

若齢幼虫期に防除しましょう。 

また、ダイズほ場に設置したフェロモントラップにおける直近１か月のシロイチモ

ジヨトウ成虫誘殺数は平年並ですが、８月第３半旬に成虫誘殺数のピークを迎えてお

り、今後ほ場において幼虫が増える可能性があります。ハスモンヨトウ同様に食害痕

や幼虫を確認した場合は防除しましょう。 

 

  
図１ フェロモントラップにおける成虫の誘殺状況（単位：頭） 
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図２ ダイズの白変葉 

 
図３ 若齢幼虫が葉を集団加害する様子 


